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元町子ども会 

昭柳ご7年 1 月、青少年非行防」上 

対策の・二ニデル地区に指定されたの 

を譲会，こ、背少年の非行防止は、 

環境の浄化と理解、それに親陸が

大切と認識をあらたにし、尤町親交八幡会と名付けた

育成会を作り、態勢をととDえ、同年 3 月には、町内

の小中学生 150 人で元『り叱一‘ども会（現在の会長斎藤聖 

）が誕生した。 

また、翌年 4月には、 当Iの方々が、子ども会を守

る母の会を作り、子どI」会のiI成と発展に協力した。 

38年夏には、岩木川原に f‘ども達の遊び場、ついで

集会所と町内の奉仕によるものができ、子ども会は、 

これらの施設を利用し、計J郵こもとづいて活動をして

おります。そして立派な指尊者の養成と発見につとめ

子ども達が自主的に会を生かして思うぞんぶんとびま

わり、市民性を養ない、新しい時代の要求に元気まく

こたえられる人間作りにすすんでいます0 

子ども会推進員 山上作之進 

昭和33年9月1日第3種郵便物認可 

当
市
の
現
況
 

当
市
の
発
展
の
現
況
を
み
ま

す
と
、
お
お
む
ね
、
つ
ぎ
の
こ

と
を
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
 

東
部
は
、
こ
れ
ま
で
も
自
然

発
生
的
に
農
地
の
宅
地
化
が
少

し
づ
つ
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
 

拠
点
開
発
に
よ
り
、
十
万
坪
の

松
島
団
地
が
造
成
さ
れ
て
か
ら

は
、
住
宅
専
用
地
域
と
し
て
急

激
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
 

南
部
は
、
裏
田
黒
、

青
森

線
、
弘
前
線
な
ど
の
主
要
道
路

を
は
さ
ん
で
、
中
小
修
理
工
場

等
の
進
出
が
、
め
だ
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
 

北
部
は
、
し
尿
処
理
場
、
老

人
ホ
ー
ム
，
児
童
館
等
の
福
祉

施
設
を
は
じ
め
、
住
宅
地
と
し

て
も
、
著
し
い
発
展
を
み
せ
、
 

金
木
線
の
舗
装
に
よ
り
、
工
場

も
進
出
し
は
じ
め
、
発
展
の
気
 
 

運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
 

西
部
は
、
岩
木
川
原
の
自
然

を
利
用
し
て
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
造
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
 

中
央
部
は
、
ご
承
知
の
よ
う

に
、
商
店
街
を
中
心
に
公
共
建

造
物
が
密
集
し
、
ま
す
ま
す
過

密
の
度
あ
い
を
増
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
 

も
と
も
と
五
所
川
原
は
、
水

田
の
ま
ん
中
に
自
然
発
生
的
に

で
き
あ
が
り
、
発
展
し
て
き
た

町
で
す
。
 

近
年
、
拠
点
開
発
方
式
に
よ

り
、
計
画
的
に
街
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
公
害
の
な
い
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
が
円
滑
に
促
進
で

き
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
発
展
状
況
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
土
地
の
合
理
的
利

用
に
よ
っ
て
．
都
市
環
境
を
整
 
 

備
し
、
発
展
を
助
成
す
る
た
め

に
、
用
途
地
域
を
指
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
 

準
防
火
地
域
 

の
必
要
性
 

当
市
の
中
心
で
あ
り
ま
す
商

店
街
は
、
過
去
二
回
の
大
火
を

う
け
、
大
き
な
被
害
を
こ
う
む

っ
た
こ
と
は
、
み
ん
な
が
記
憶

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
後
、
土
地
利
用
度
お
ょ

び
、
建
築
密
度
が
急
激
に
ま
し

大
火
を
招
く
要
素
が
十
分
あ
り

ま
す
。
 

当
市
は
、
道
路
ぞ
え
に
木
造

家
屋
が
密
集
し
、
火
災
が
発
生

す
る
た
び
に
、
大
火
に
な
ら
な

け
れ
ば
よ
い
が
と
、
不
安
な
毎

日
の
生
活
で
す
。
 

さ
る
一
月
の
三
沢
市
の
大
火

も
、
木
造
家
屋
の
密
集
が
、
 一

し
ゆ
ん
の
う
ち
に
、
三
百
八
十

棟
を
焼
失
す
る
と
い
う
結
果
を

招
い
た
も
の
で
す
。
 

私
た
ち
も
、
こ
の
よ
う
な
悲

惨
な
目
に
は
、
あ
い
た
く
な
い

も
の
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
土
地
を
合
理

的
に
利
用
す
二
た
め
、
住
宅
地

商
店
街
、
準
工
場
地
域
と
い
う

よ
う
に
用
途
地
域
を
指
定
し
、
 

さ
ら
に
、
建
物
の
密
集
し
た
地

域
を
、
準
防
火
地
域
と
し
て
防

火
建
築
を
促
進
し
、
明
る
い
街

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

用
途
地
域
 

制
度
と
は
 

都
市
に
は
、
地
勢
環
境
等
の

立
地
条
件
か
ら
生
ま
れ
た
姿
、
 

い
い
か
え
ま
す
と
、
住
居
地
と

し
て
静
か
な
と
こ
ろ
、
商
業
地

域
と
し
て
栄
え
て
い
る
と
こ
ろ

ま
た
、
工
場
地
帯
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
 

こ
の
特
徴
を
生
か
し
、
こ
の

後
も
時
代
に
そ
っ
た
も
の
と
し

て
、
育
成
し
、
発
展
さ
せ
、
明

る
い
健
康
的
な
、
し
か
も
、
活

気
あ
る
都
市
に
す
る
た
め
、
都

市
計
画
法
は
、
用
途
地
域
そ
の

他
の
地
区
制
を
設
け
て
、
建
築

の
規
制
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

県
内
で
は
、
こ
の
用
途
地
域

の
制
度
の
あ
る
都
市
は
、
青
森

市
、
弘
前
市
、
入
戸
市
、
十
和

田
市
の
四
市
で
す
。
 

そ
の
種
類
に
は
、
住
居
地
域

商
業
地
域
、
工
業
地
域
、
準
工

業
地
域
が
あ
り
ま
す
。
 

用
途
地
域
の
指
定
に
よ
り
、
 

建
築
物
を
規
制
す
る
の
は
各
地

域
に
順
応
し
た
、
適
正
な
用
途

の
建
築
物
を
建
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

九
1
1

一
 

糊
人
 

住
み
よ

い
街
づ
く
 h
ノ
 

大
火
は
、
三
た
び
く
り
か
え
し
た
く
な
い
…
こ
れ
は
、
み
ん

な
が
の
ぞ
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
 

市
は
、
不
燃
性
都
市
を
築
き
、
明
る
い
街
を
つ
く
ろ
う
と
、
 

用
途
地
域
、
準
防
火
地
域
を
指
定
し
ま
し
た
。
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交
通
事
故
問

題
 

相
談
所
の
開

設
 

献
血

・
供
血
の
す
す
め
 

…

市
立
西

北
中
央

病
院
 

あ
す
の
五
所

川
原
農
業
の
に

な
い
手
を
励
ま

す
、
農
業
後
継

昔
激
励
会
は
、
 

十

一
日
午
前
十

時
か
ら
、
市
農

林
商
工
課
の
主

催
に
よ
り
、
市

民
文
化
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
た

省
力
栽
培
と

い
う
、
こ
れ
ら

の
農
業
を
せ
お

っ
て
立
つ
熱
意
 

に
も
え
て
集
ま

っ
た
百
三
十
人
に
、
市
長
は
 
「
 

当
市
農
業
の
発
展
を
期
す
る
た

め
、
新
農
業
研
究
所
を
設
け
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
在
村
し
て
新
し
い
農
業
の
開

発
、
地
域
社
会
の
発
展
に
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
激
励

の
こ
と
ば
、
来
賓
者
の
激
励
の

こ
と
ば
に
、
佐
藤
修

一
君
（
五

農
・・
藻
川
）
は
、
農
業
後
継
者

を
代
表
し
て
「
私
た
ち
の
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
開
い

て
く
れ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

川
ー
 

H
・
 

‘
 
長
橋
財産
区
選
挙
・：

・
 

届
出
は
3
月
2
9日
 

長
橋
地
区
の
財
産
区
（
神
山

野
里
、
松
野
木
、
戸
沢
）
議
会

議
員
の
一
般
選
挙
は
、
四
月
一
一

日

（午
前
七
時
ー

、午
後
」除
）
 

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 
‘
 

立
候
者
の
受
け
つ
け
は
、
ゴ
ー
 

月
ニ
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で

（午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後

五
時
）
ま
で
、
ま
た
、
辞
退
者

も
三
月
二
十
九
日
ま
で
、
い
ず

れ
も
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
届

出
く
だ
さ
い
。
 

…
 
年
金
の
更
新
手
帳
・
・
・
 

一
 
の
交
付
は
じ
ま
る
 

五
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
で

い
る
、
国
民
年
金

の
手
帳
は
、
こ
の
た
び
、
第

一
 

こ
れ
か
ら
当
地
域
発
展
に
が
ん

ば
る
こ
と
を
約
東
し
ま
す
。
」
 

と
力
強
い
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
矢
野
五
農
高
校
長
の

記
念
講
演
が
あ
り
、
あ
す

へ
情

熱
を
も
や
し
て
い
た
。
 

市
内
学
卒
農
業
後
継
者

△
五
農
高
三
十
八
人
 
△
家
政

高
五
人
 
△
五
所
高
一
人
 

△

七
和
高
五
人
 
△
五
商
高
四
人

△
五

一
中
四
十
三
人
 
△
栄
中

九
人
 
△
金
木
南
中
十
三
人

△
七
和
中
十
四
人
 
△
中
川
中

二
十
六
人
 
△
三
好
中
二
十
人

△
長
橋
中
二
十
人
 
△
梅
沢
中

二
人
 
△
飯
詰
中
二
十
七
人
 

回
目
の
交
付
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
新
し
い
手
帳
が
と
ど
き
ま

し
た
ら
、
住
所
氏
名
、
生
年
月

日
、
転
出
し
た
方
が
い
な
い
か

を
お
調
ら
べ
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
ま
ち
が
っ
て
お
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
保
険
課
国
民

年
金
係
か
、
国
民
年
金
納
入
組

合
長
に
、
手
帳
を
持
参
し
て
申

し
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
二
十
ニ
日
 
羽
野
木
沢
 
▽

一
一十
三
日
 
五
所
川
原
、
鶴
ケ

岡
、
飯
詰
、
毘
沙
門
、
前
田
野

目
、
梅
泉
 
▽
二
十
四
日
 
栄

田
川
、
藻
川
、
野
里
、
松
野
木

松
島
、
高
野
 
▽
二
十
五
日

南
、
沖
飯
詰
、
 一
野
坪
 

慮
に
 
h
 お
に
必
安
な
ジ
．
 

養
を
か
ら
だ
の
各
郡
分
に
配
給

し
、
同
時
に
不
川
の
も
の
を
休

外
に
、
運
搬
す
る
役
目
を
も
っ

て
、
血
管
の
中
を
循
環
し
て
い

る
も
の
で
、
身
体
に
と
っ
て
、
 

も
っ
と
も
大
切
な
も
の
の

ー
つ

で
す
。
 

こ
の
働
き
は
、
赤
血
珠
と
よ

ば
れ
、
骨
の
中
で
生
ま
れ
た
た

く
さ
ん
の
小
さ
な
細
胞
が
、
働

き
峰
の
よ
う
に
、
た
ゆ
ま
ず
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

た
び
細
菌
や
か
ら
だ
に
害
の
あ

る
も
の
が
、
体
内
に
入
っ
て
く

る
と
、
こ
れ
と
戦
い
、
身
体

（
 

い
の
ち
）
を
守
る
役
目
を
は
た

し
て
お
り
ま
す
。
 こ
れ
は
、
白

血
珠
が
活
動
す
る
も
の
で
、
必

要
な
時
は
、
骨
の
中
や
、
淋
巴

線
（
り
ん
ば
せ
ん
）
か
ら
ど
ん

ど
ん
作
り
だ
さ
れ
、
力
を
あ
わ

せ
て
戦
争
す
る
も
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
大
切
な
役
目
を

持
っ
て
い
る
血
液
で
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
代
用
品
と

な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血

液
の
不
足
は
、
血
液
そ
の
も
の

を
補
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

◇
相
談
に
応
ず
る
事
項
◇
 

①
損
害
補
償
の
手
続
き
 

②
運
転
免
許
の
取
得
 

③
交
通
法
規
の
解
説
と
指
導
 

園
藩
故
翼
相
は
西
 

ん
〕
つ
 

・

矯
気
の
時
に
に
、
安
静
と
栄

ノ
」と
く
す
り
が
必
要
な
こ
と
は

だ
れ
で
も
知
っ
て
お
り
、
く
す

り
は
、
工
場
で
作
ら
れ
ま
す
が

血
液
は
、
み
ん
な
の
か
ら
だ
が

工
場
で
、
こ
れ
に
た
よ
る
よ
り

な
い
の
で
す
。
 

お
と
な
の
か
ら
だ
に
は
、
約

六
リ
ツ
ト
ル
 （
六
〇
〇
〇
」
）
 

の
血
液
が
あ
り
、
白
血
球
も
、
 

赤
血
球
も
、
約
四
〇
日
か
ら
八

〇
日
で
そ
の
細
胞
の
い
の
ち
が

な
く
な
る
ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん
こ

わ
さ
れ
ま
た
、
新
し
く
作
り
だ

さ
れ
る
の
で
、
少
し
く
ら
い
、
 

他
人
に
わ
け
て
あ
げ
て
も
、
健

康
な
か
ら
だ
で
は
こ
た
え
ま
せ

ん
。
 

病
院
で
は
、
事
故
や
病
気
で

血
を
失
な
っ
て
危
険
な
患
者
に

緊
急
な
時
は
、
気
の
毒
な
方
に

血
液
を
あ
げ
て
い
る
人
が
多
数

い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
不
足
し

て
い
る
血
液
で
す
。
 

お
金
で
は
、
作
れ
な
い
、
買

い
な
い
血
液
で
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
ま
し
よ
う
。
 

④
交
通
妨
害
な
ど
の
苦
情
処
理

⑤
そ
の
他
交
通
問
題
 

◇
つ
ぎ
の
事
項
は
相
談
◇

◇
に
応
じ
ま
せ
ん
 

◇

①
裁
判
所
の
確
定
判
決
、
ま
た

は
、
調
停
、
和
解
調
書
の
内

容
に
反
し
た
希
望
を
主
張
す

る
も
の
 

り
刑
事
被
疑
事
件
と
認
め
ら
れ

る
も
の
。
 

③
現
に
、
他
の
機
関
で
取
扱
中

の
も
の
 

④
そ
の
他
、
相
談
の
目
的
に
適

し
な
い
と
、
認
め
ら
れ
る
も

の
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

市
内
小
学
校

卒
 
業
 
式
 

雄 々 し い若人 

	農業後継者激励会 

お
湘
棚
し
ー
ー
ら
ル
拒一
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